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(57)【要約】
【課題】付着細胞だけでなく、種々の細胞に適用可能で
、且つ、高価な免疫染色用試薬の使用量を抑えることが
でき、より好ましくは、免疫染色の作業効率を阻害する
支持プレートの反りを低減することのできる免疫染色用
細胞保持基材ホルダーを提供する。
【解決手段】前記ホルダー１５は、（１）細胞保持基材
配置部１９と、その両側に設けられる非貫通の窪み２３
ａ，２３ｂとを設けた支持プレート１１、（２）通水可
能な窓部３３と、前記非貫通の両窪み２３ａ，２３ｂに
嵌着可能な爪３７ａ，３７ｂとを有し、前記支持プレー
トと協働して前記細胞保持基材配置部に細胞保持基材１
７を挟持固定可能、かつ取り外し可能なカバープレート
１３を含み、前記カバープレートにより、前記支持プレ
ートの細胞保持基材配置部に前記細胞保持基材を挟持固
定した際に、前記細胞保持基材配置部と前記非貫通の両
窪みとが一緒になって免疫染色用反応室２１を形成する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）細胞保持基材配置部と、前記細胞保持基材配置部の両側に設けられる非貫通の窪み
とを設けた支持プレート、
（２）通水可能な窓部と、前記の非貫通の両窪みに嵌着可能な爪とを有し、前記支持プレ
ートと協働して前記細胞保持基材配置部に細胞保持基材を挟持固定可能、かつ取り外し可
能なカバープレート
を含み、
前記カバープレートにより、前記支持プレートの細胞保持基材配置部に前記細胞保持基材
を挟持固定した際に、前記細胞保持基材配置部と前記の非貫通の両窪みとが一緒になって
免疫染色用反応室を形成する、免疫染色用細胞保持基材ホルダー。
【請求項２】
　前記支持プレートの背面側に、複数の薄肉部が分割して設けられている、請求項１に記
載の免疫染色用細胞保持基材ホルダー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の免疫染色用細胞保持基材ホルダーと、細胞保持基材とを含む、
免疫染色用キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、免疫染色用細胞保持基材ホルダー、及びそれを含む免疫染色用キットに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　がんを始めとする種々の疾病では、患者から直接採取した細胞を観察することによって
、病変部の有無や病状の進行状態を診断する細胞診断が古くから行われてきた。通常の細
胞診断は、採取した細胞の概形を観察して異型細胞の有無を確認すること、或いは、細胞
核のような細胞内器官の状態を確認するが、診断対象の視認性を確保するため、染色操作
を伴うことが多い。近年では、疾病の原因となるタンパク質を高精度で検出する技術も確
立されている。中でも、免疫組織化学（以下、免疫染色）は抗原抗体反応を利用した細胞
の染色技術であり、微量の検体でも実施できるため、疾病診断以外にも新薬開発に用いら
れる。この染色手法は、特定のタンパク質分子（抗原）にのみ結合する抗体とプローブ（
発色によって有無を判別するための酵素または蛍光物質）とを結合調製した染色試薬を細
胞に接触・浸透させた後、ゆすいで検出物質に応じた発色操作を行うことでプレパラート
を調製し、顕微鏡下で観察する。この免疫染色により、細胞内での抗原発現の有無、局在
状態、並びに量などの情報を採ることが可能である。一例として、広範な臓器のがんマー
カーとして知られているタンパク質「ｐ５３」を抗原とした病理診断は、広く医療機関で
実施されている。
【０００３】
　免疫染色の一例として、基材等にホルマリン固定した後、例えば９０℃の緩衝液中で１
時間程度の抗原賦活化を前処理として行い、その後、４℃～室温に管理された抗体試薬を
基材に加えて１晩程度維持することで抗原抗体反応を進める。近年の抗体試薬は、単一抗
体分子からなるモノクローナル抗体が主流であり、非常に高価である。
【０００４】
　また、一般的な免疫染色の操作は、例えばホルマリンなどで細胞を固定した、或いは細
胞を包埋した後の切片を貼り付けたスライドグラスを水平に置き、細胞付着領域のみに少
量の抗体試薬を滴下し、長時間静置する。その後、余分な抗体試薬を除去し、スライドグ
ラスの洗浄を行う。この洗浄が不完全であると、非特異的な染色部分が残存し、誤った判
断に繋がるため、付着した細胞が洗い流されないように注意深く、かつ、念入りに洗浄作
業を実施する必要がある。具体的には、スライドグラス全体が収まる大きさであって、十
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分量の洗浄液を入れたガラスパッド(染色槽)を用い、当該液へのスライドグラスの出し入
れを繰り返す。さらに、細胞内での抗原密度や発色の度合いは染色対象などによって種々
に異なるが、免疫染色による発色強度はごく僅かであり、抗原の細胞内での位置並びに大
きさに関わる情報を得ることが難しい場合もある。このような、染色対象とのコントラス
トを確保するため、対比染色と称される手法が知られている。その一例として、プローブ
にペルオキシダーゼを用い、茶色を生じるジアミノベンジジンで発色させる場合には、細
胞核をヘマトキシリンの青紫色に染め、補色によって免疫染色の視認性を高めるように工
夫されている。
【０００５】
　このように細胞が固定されたプレパラートを調製する一般的な技術として、例えば特開
平１－２４８０６０号公報（特許文献１）では、標本の作成方法および標本用プレートが
提案されている。スライドグラス上の所定領域に、このスライドグラスに重ねるカバーグ
ラスとの間に毛管現象を起こし得る程度の厚さの枠材を設け、スライドグラスと枠材との
接触箇所には一対の開口部が形成されるように、内枠を形成する。プレパラートを作製す
るには、スライドグラスとカバーグラスとの間隙の周囲が上述した開口部を除いて液密状
に封止された状態で検体を保存処理した液状の検体試料を、当該間隙内に注入する。この
操作によって、間隙内には毛管現象で検体資料が展延するため、上述した開口部をキシレ
ンに溶解したアクリル樹脂などで封止してプレパラートが作製される。
【０００６】
　上述した特許文献１の技術では、封止前に細胞を染色しなければ、ゆすぎ、発色といっ
た免疫染色操作を行うことが難しい。この免疫染色に特化した技術として、実開昭６３－
１０４５４号公報（実願昭６１－１０３７３９号のマイクロフィルム：以下、特許文献２
）が知られている。この公報技術では、スライドグラス上に塗抹した細胞、或いは吸着さ
せた組織切片の周囲に粘着剤を塗布したプラスチック製のわく（以下、枠と表記）をスラ
イドグラス表面に貼着し、抗体試薬を枠内にある細胞に滴下作用させて免疫染色を行う。
このように、抗体試薬と細胞との接触を持続させるために高価な抗体試薬を枠内にのみ満
たすという点で、特許文献２の技術は優れた手法であるが、予めスライドグラスへの細胞
固定を要とする。しかしながら、スライドグラスに直接塗抹した細胞の付着力は著しく弱
いため、前述した一連の免疫染色工程の間、スライドグラス表面から細胞脱離を防ぐこと
は難しかった。
【０００７】
　一方、本出願人は特開２０１７－５８１５２号公報（特許文献３）並びに特開２０１７
－５５７５８号公報（特許文献４）で、ナノスケールの不織布フィルタを用いた細胞診断
技術を提案している。これら本出願人の提案に係る特許文献は、主として細胞を含む懸濁
液から、ガラスなどの無機繊維からなる不織布フィルタに濾別捕集することでフィルタ内
部の空間に細胞を保持し、例えばパパニコロウ染色などの一般的な染色法を効率的に実施
し得るとの開示がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１－２４８０６０号公報
【特許文献２】実開昭６３－１０４５４号公報（実願昭６１－１０３７３９号のマイクロ
フィルム）
【特許文献３】特開２０１７－５８１５２号公報
【特許文献４】特開２０１７－５５７５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、本発明の課題は、付着細胞だけでなく、種々の細胞に適用可能で、且つ、高価
な免疫染色用試薬の使用量を抑えることができる免疫染色用細胞保持基材ホルダー、及び
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それを含む免疫染色用キットを提供することにある。
　また、免疫染色に固有特有の課題として、前述した免疫染色の前処理として抗原賦活化
を要する場合があり、抗体試薬の添加前に、緩衝液を用いたホルダーの湯浴などによって
１時間程度の加温処理を行う。このため、例えば上述の特許文献４に提案するように、複
雑な形状を作り込むために加工性に富んだ合成樹脂製の素材を使用する場合、加温によっ
て支持プレートに反りが生じることがあった。本発明の更なる課題は、前記課題に加えて
、免疫染色の作業効率を阻害する支持プレートの反りを低減することのできる免疫染色用
細胞保持基材ホルダー、及びそれを含む免疫染色用キットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、
［１］（１）細胞保持基材配置部と、前記細胞保持基材配置部の両側に設けられる非貫通
の窪みとを設けた支持プレート、
（２）通水可能な窓部と、前記の非貫通の両窪みに嵌着可能な爪とを有し、前記支持プレ
ートと協働して前記細胞保持基材配置部に細胞保持基材を挟持固定可能、かつ取り外し可
能なカバープレート
を含み、
前記カバープレートにより、前記支持プレートの細胞保持基材配置部に前記細胞保持基材
を挟持固定した際に、前記細胞保持基材配置部と前記の非貫通の両窪みとが一緒になって
免疫染色用反応室を形成する、免疫染色用細胞保持基材ホルダー、
［２］前記支持プレートの背面側に、複数の薄肉部が分割して設けられている、［１］の
免疫染色用細胞保持基材ホルダー、
［３］［１］又は［２］の免疫染色用細胞保持基材ホルダーと、細胞保持基材とを含む、
免疫染色用キット
に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明における前記［１］の免疫染色用細胞保持基材ホルダーは、種々の細胞を保持で
きる細胞保持基材を支持プレートとカバープレートとの間に挟持固定した状態で免疫染色
を行うことができるため、スライドグラスに付着できる細胞だけでなく、種々の細胞の免
疫染色に適用することができる。
　また、本発明における前記［１］の免疫染色用細胞保持基材ホルダーは、細胞保持基材
を支持プレートとカバープレートで挟持固定した際に、支持プレートとカバープレートが
一緒になって免疫染色用反応室（薬室）を形成することができ、その限定的空間内で免疫
染色を実施するため、高価な免疫染色用試薬の使用量を抑えることができ、経済的負担を
軽減することができる。
【００１２】
　本発明における前記［２］の免疫染色用細胞保持基材ホルダーは、上述した細胞保持基
材配置部を含む支持プレートの背面側に複数の薄肉部が分割して設けられているため、支
持プレート自体の剛性は大きく低下させずに、抗原賦活化に要する熱処理に伴って発生す
る支持プレートの反りを低減することができ、染色操作を効率的かつ容易にすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の免疫染色用キットの一態様の使用前の状態（細胞保持基材を保持する前
の状態）を示す平面図である。
【図２】図１に示す本発明の免疫染色用キットの一態様において、細胞保持基材を保持し
ている状態の平面図を上部に示し、当該平面図のＡ－Ａ部分で切欠いた断面図を下部に示
す説明図である。
【図３】本発明キットの別の一態様を構成するため、支持プレートの表面側から薄肉部の
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配設領域を透視的に示す平面図を上部、並びに当該平面図のＢ－Ｂ部分に対応する断面図
を下部に示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面を参照して、本発明の免疫染色用細胞保持基材ホルダー（以下、単にホルダーと称
することがある）、及び、これに細胞保持基材（以下、単に基材と称することがある）を
保持した本発明の免疫染色用キット（以下、単にキットと称することがある）について説
明する。尚、以下の説明では基材を保持したキットを中心に例示説明するが、キットが細
胞保持基材を含むこと以外、当該説明は、そのまま、本発明のホルダーに適用できる。
【００１５】
　まず本発明キットの一態様を図１及び図２に示す。図１は、本発明の免疫染色用キット
の一態様について、使用前の状態（細胞保持基材を保持する前の状態）を示す平面図であ
る。この図１では、各々の構成成分でキットの表面側を構成するものにのみハッチングを
付している。また、図２は、図１に示すキットの一態様において細胞保持基材を保持した
状態を、平面図として上部に示し、この平面図にＡ－Ａを付した一点鎖線で切り欠いた断
面を下部に示す説明図である。これら図では、図１と同一の構成成分には同一のハッチン
グを統一して付す。
【００１６】
　図１及び図２に示すキット１０は、支持プレート１１とカバープレート１３とからなる
ホルダー１５並びに細胞保持基材１７で構成される。尚、平面図においては破線によって
一部の構成成分を透視的に示してある。支持プレート１１は、細胞保持基材１７を載置す
るため、当該プレートの表面側に凹部が形成されるように細胞保持基材配置部１９を成型
により設けてある。さらに、この支持プレート１１の表面側、すなわちカバープレートを
嵌め込む面側には細胞保持基材配置部１９を挟んだ両側に、カバープレート１３を着脱可
能に固定するための嵌め込み用窪み２３ａ、２３ｂ、細胞保持基材１７をキットから取り
出す際に、ピンセットの先端を挿入可能な窪み２５、後述のカバープレート１３の突出部
２７を収納できる収納窪み３１、メモ書きなどに利用するため、支持プレート１１の表面
側にマット加工などを施して形成される粗面部２９などを設けることができる。このうち
粗面部２９は、図２の断面図において所定の厚さを有する構成成分として図示したが、支
持プレートの表面にのみ形成された構成成分である。また、図１に示す態様では、ピンセ
ットの先端を挿入可能な窪み２５が、収納窪み３１と隣接する位置に設けられる。細胞保
持基材配置部１９、嵌め込み用窪み２３ａ並びに２３ｂ、窪み２５、及び収納窪み３１は
、後述のとおり、免疫染色用反応室（薬室）２１を構成するため、支持プレート１１の表
面側に設けられた、何れも非貫通の凹部又は窪みである。
【００１７】
　また、収納窪み３１にカバープレート１３の突出部２７を収納することで、ホルダー１
５の表面側に突起が実質的にない平坦な表面形状が実現できるため、染色かごに収納して
使用しやすいという利点が生じる。さらに、カバープレート１３の中央部には、キット１
０に収容された細胞保持基材１７に試薬並びに洗浄液を通水可能な窓部３３が設けられ、
その周囲には４箇所の通液部３５を孔設する構成としている。この通液部３５は、支持プ
レート１１にカバープレート１３が嵌合され、これら構成成分と細胞保持基材とが密着し
た場合でも、洗浄効率を確保するため、窓部３３と共に設けることで、試薬の注入並びに
洗浄効率を保てる点で好適である。さらに、上述した嵌め込み用窪み２３ａ及び２３ｂに
対応して、カバープレート１３側には嵌め込み用爪３７ａ及び３７ｂを設け、加えてカバ
ープレート１３の突出部２７と対向する表面側の位置に切欠部３９を設けた形態を図示し
ている。このように、ピンセットの先端を挿入可能な前記窪み２５を設けた支持プレート
１１と、切欠部３９を設けたカバープレート１３の双方によって、細胞保持基材１７が、
これら構成成分のいずれかに貼り付いた場合であっても、細胞保持基材１７を損傷するこ
となく分離採取することができる。
【００１８】
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　図１に例示の態様では、細胞保持基材配置部１９は細胞保持基材１７と同じ真円形状で
、ほぼ同面積の外形となる凹部で設けられている。そのため、細胞保持基材配置部１９に
細胞保持基材１７を密着して収納することができ、細胞保持基材１７の位置ズレは実質的
に生じない。このように、細胞保持基材配置部は細胞保持基材と同形状、かつほぼ同じ面
積の外形からなる凹部で構成するのが、ズレ防止の観点から好ましい。
【００１９】
　しかしながら、細胞保持基材配置部は細胞保持基材のズレが生じない程度に、細胞保持
基材と異形であっても、細胞保持基材よりも面積の広い凹部としても良い。この場合、細
胞保持基材配置部と細胞保持基材との間に空間的な余裕が生じ、細胞保持基材配置部と細
胞保持基材とが離間する部分にピンセットを介在させることができ、ホルダーへの装着操
作並びに取り出し操作に支障を来すことが少なく、当該基材の損傷を回避することができ
る。例えば、真円形状の細胞保持基材の場合、細胞保持基材配置部は、細胞保持基材の直
径と同等、または、それよりも長い縦方向長さと横方向長さを有する長方形状の凹部から
構成されていることができ、細胞保持基材配置部と細胞保持基材との間に形成される空間
にピンセットを介在させることができ、細胞保持基材を損傷することなく、細胞保持基材
を着脱できる。なお、細胞保持基材配置部が細胞保持基材と形状が異なる、又は細胞保持
基材よりも面積の広い凹部であることによって、細胞保持基材にズレが生じる恐れがある
場合には、細胞保持基材の外縁と部分的に接触して、細胞保持基材の位置決めができるよ
うに、細胞保持基材配置部に当該基材の保持位置を規制可能な凸部を設けても良い。
【００２０】
　前述のとおり、カバープレート１３は通水可能な窓部３３を有するとともに、支持プレ
ート１１の嵌め込み用窪み２３ａ及び２３ｂに嵌着可能な嵌め込み用爪３７ａ及び３７ｂ
が配設される。このような構成によって、カバープレート１３は、図２に示すように、支
持プレート１１と協働して、その細胞保持基材配置部１９に細胞保持基材１７を挟持固定
し、しかも、挟持された細胞保持基材は窓部３３及び通液部３５の配設領域で表面側に露
出させることができる。この図２に示す保持状態とするために、まず、支持プレート１１
の細胞保持基材配置部１９に細胞保持基材１７を配置した後、カバープレート１３に設け
た嵌め込み用爪３７ａ及び３７ｂを支持プレート１１に配設した非貫通の嵌め込み用窪み
２３ａ並びに２３ｂにそれぞれ嵌着させて、容易に基材固定を行うことができる。この際
、カバープレート１３を後段で詳述する可撓性の合成樹脂で構成すれば、例えばガラス等
の無機フィルタからなるシート材料を利用した細胞保持基材であってもせん断力による破
損は生じることが無く、しかも、簡単なホルダー操作でキット調製を実現することができ
る。
【００２１】
　また、カバープレート１３は前述の突出部２７を有するため、この突出部２７を上方向
へ引き上げることによって、カバープレート１３の可撓性（或いは弾性）を利用して支持
プレート１１から容易に取り外すことができ、しかも薬室に載置された細胞保持基材１７
を損傷することなく取り出すことができる。特に、図１並びに図２に示す態様では、カバ
ープレート１３に突出部２７を有するとともに、カバープレート１３における一方の嵌め
込み用爪３７ａの長さが、他方の嵌め込み用爪３７ｂよりも短く、一方の嵌め込み用爪３
７ａを収容するための嵌め込み用窪み２３ａとの嵌着状態が他方側に較べて浅く設計され
ている。これにより、前記突出部２７を上方向へ引き起こして、カバープレート１３を容
易に取り外すことができ、細胞保持基材１７に対する作業上の損傷を回避することができ
る。
【００２２】
　さらに、図２に示す態様から理解できるとおり、カバープレート１３に設けた突出部２
７の延出寸法に比べて支持プレート１１の収納窪み３１を大きく設けてある。このような
構成によって、カバープレート１３を支持プレート１１に嵌着した状態で、突出部２７と
収納窪み３１との間に隙間が生じ、突出部２７を引き起こしてカバープレート１３を取り
外す操作が容易となる。
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【００２３】
　加えて、図示の態様は、カバープレート１３の力点部が突出部２７で構成された場合を
例示したが、このような突出部２７に替えて、カバープレートに窓部３３或いは通液部３
５のような切欠きを別途設けて利用する態様であっても良い。この場合、図２に示すよう
な細胞保持基材の保持状態で、当該基材が露出しない領域に切欠きを設けることで操作に
よる基材損傷を回避し、しかも、薬室への通液効率を向上させる効果も期待できる。
【００２４】
　なお、図１に示す態様では、カバープレート１３の外形と細胞保持基材配置部１９の外
形とが概ね一致しており、カバープレート１３は細胞保持基材配置部１２に収納できる状
態にある。そのため、細胞保持基材配置部１２の周囲に形成された支持プレート１１の内
壁部分の作用で、同様な形状の細胞保持基材１７を挟持して固定した際に、細胞保持基材
１７の面内方向でのズレを防止することができる。このように、カバープレート１１の外
形は細胞保持基材配置部１２の外形に相当するように、形状設計するのが好ましい。また
、細胞保持基材配置部１２などで構成される薬室内が凸部を有する場合、カバープレート
１３は対応する位置が凹部となっており、前記凸部を受け入れて収納することで、ホルダ
ーの表面側には可能な限り突起を生じない形状とするのができるのが好ましい。このよう
な設計によって、カバープレート１３装着時におけるホルダー（キット）を平坦な状態で
、従来通り、染色かごに収納することができる。
【００２５】
　図１に示す態様では、支持プレート１１は、細胞保持基材配置部１９を挟み、長手方向
で対向する位置に嵌め込み用窪み２３ａ及び２３ｂを備えている。これら窪みにカバープ
レート１３側の嵌め込み用爪３７ａ及び３７ｂを嵌着して細胞保持基材９を挟持固定でき
る構成を例示した。しかしながら、この嵌着形態の変形例として、支持プレート１１側の
細胞保持基材配置部１９を挟む短手方向に対向する窪みを設ける構成であっても良い。さ
らに、図１に示す態様では、支持プレート１３が嵌着に関与する嵌め込み用窪みを４箇所
有するとともに、それに対応して、カバープレートが嵌め込み用爪を４つ有する態様を例
示した。しかしながら、これら構成成分は必ずしも４箇所である必要はなく、２箇所以上
で嵌着できれば良いが、安定して細胞保持基材１７を挟持固定できるように、３～６箇所
で嵌着する構成が好適である。
【００２６】
　以上に説明したとおり、本発明に係るホルダー１５、並び、これに細胞保持基材１７を
載置固定したキット１０では、支持プレート１１とカバープレート１３との嵌合で形成さ
れた空間を薬液が意図せずに漏出することがない免疫染色用反応室（薬室）として利用す
ることができ、係る空間を覆うカバープレート１３に窓部３３及び通液部３５を備え、ま
た、これら孔設した構成成分を介して薬液や洗浄液の出し入れを行うことができる。この
ため、上記薬室が限定的な空間として設けられることで、高価な試薬類を効率的に上記基
材と反応させることが可能であり、高い作業性を実現できることから、抗原抗体反応の再
現性向上と経済的負担の軽減との双方を図ることができる。
【００２７】
　ホルダーの全体形状及び大きさは、従来公知の染色かご及び染色槽が使用でき、また、
検鏡が容易であることから周知のスライドグラスと同様に長方形であるのが好ましい。よ
り具体的には、縦７６ｍｍ程度、横２６ｍｍ程度、厚さ２ｍｍ程度であるのが好ましい。
また、カバープレートは従来公知の染色かご及び染色槽が使用できるように、支持プレー
トから大きく突出する構成成分を設けない構成が好ましい。免疫染色用反応室（薬室）の
配設位置は、図１などに示すように、支持プレートの長辺に対してやや片側に寄っている
ことが好ましい。染色槽に収容した際に、染色槽に入れた試薬の水位が低くても染色対象
が試薬に充分に接触させることが可能になる。
【００２８】
　さらに、支持プレートの材質は、免疫染色を実施でき、可撓性や耐衝撃性を備えるもの
であれば、特に限定されるものではないが、例えば、有機樹脂（例えば、ポリアミド、ポ
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リブチレンフタレート、ポリカーボネート、ポリエチレン、ポリエチレンフタレート、ア
クリル、ポリアセタール、ポリプロピレン、ポリフェニレンオキサイド、ポリフェニレン
サルファイド、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ＡＢＳ樹脂、ＡＳ樹脂、クロロトリフル
オロエチレン、フッ化ビニリデン、フッ素樹脂、ペルフルオロアルコキシフッ素樹脂、フ
ェノール樹脂、メラミン樹脂、フラン樹脂など）を挙げることができる。
【００２９】
　カバープレートの材質は、支持プレートと同一であってもよいが、カバープレートの爪
構造を用いて支持プレートに嵌着する可撓性を持ち、かつ、免疫染色で染色されず、しか
も各種溶剤耐性を有する点や廃棄の容易さといった観点から、ポリエチレン、ナイロン、
ポリアセタール、フッ素樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、フラン樹脂が好ましい。
【００３０】
　本発明で用いることのできる細胞保持基材は、細胞を保持しながら、免疫染色工程、封
入工程等を実施して細胞観察標本を作製できるものであれば、特に限定されるものではな
く、例えば、前述の特許文献３並びに４に開示される細胞捕集用フィルタ、細胞培養基材
、細胞吸着基材等を挙げることができ、好ましくは無機繊維シート、より好ましくは無機
系繊維不織布を挙げることができる。
【００３１】
　例えば浮遊細胞の細胞観察標本を作製する場合、上述の文献に提案する浮遊細胞用観察
標本作製用フィルタホルダーを利用して、浮遊細胞懸濁液を細胞捕集用フィルタに通す濾
過操作を行うことにより、浮遊細胞を前記フィルタに捕集することができ、このフィルタ
を支持プレートとカバープレートで挟持固定することにより、免疫染色を実施することが
できる。一方、接着細胞の細胞観察標本を作製する場合には、例えば、接着細胞を、フィ
ルタ形状の細胞培養基材または細胞吸着基材上で培養し、それを本発明のホルダーに装着
し免疫染色を実施することができる。
【００３２】
　続いて、本発明キットの別の一態様を図３に示す。図３は、他の態様となる支持プレー
トのみを図２と同様に表面側から見た平面図、並びに当該図に一点鎖線Ｂ-Ｂの部分にお
ける断面図で、一部を透視的に表した説明図である。尚、この図にはカバープレートを省
略して示し、本態様に特徴的な構成成分にのみハッチングを付している。この他の態様に
係る支持プレート４１にも、細胞保持基材配置部１９、これに隣接する位置に嵌め込み用
窪み２３ａ及び２３ｂを含む薬室に相当する構成成分が形成されるが、当該プレートの背
面側には、図３の平面図にクロスハッチを付した薄肉部４３ａ～４３ｇを分割して設ける
構成としている。これら薄肉部は、前述した免疫染色工程で加温処理を行う際に、キット
の熱膨張で発生する可能性がある反りを抑制するため、試薬の保持機能を担う上述の薬室
等の機能を損なわないように、支持プレートの母材となる合成樹脂を背面側から切り欠き
、比較的厚さの小さな領域に、分割して設けてある。このような分割された薄肉部を設け
ることによって、母材が切り欠かれていない比較的厚い領域が梁構造となって支持プレー
ト全体の剛性を維持し、係る領域に加わる熱的な歪みを薄肉部が吸収し、形状安定性を保
つ構成となっている。また、母材を切り欠く代わりに、薄肉部と同等の厚さの母材を別々
に準備し、これらを貼り付けて梁構造を設けても良い。尚、本発明に係る発明者の検証に
よれば、免疫染色の前処理として抗原賦活化を要する場合、前述のとおり抗体試薬の添加
前に、１時間程度の加温処理が必要な場合があり、この時に支持プレートの反りを生じる
ことがあった。しかし、本発明に係る薄肉部を設けることにより、反りを低減することが
できた。
【００３３】
　本発明に係る薄肉部は、支持プレートの背面側に、細胞保持基材配置部が薬室として機
能し得る領域であれば、任意好適な配置関係で設けることができる。特に、細胞保持基材
配置部に薄肉部を設ける場合には、細胞保持基材を平らに載置できるように、支持プレー
トの反りを極力避けることが好ましいため、細胞保持基材配置部の概ね全部を薄肉部とす
ることが好ましい。このような薄肉部を設ける場合、薄肉部の占める面積は、支持プレー
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トの材質や厚さによって反りの程度が変動するため、それを回避できるように適宜決定す
ることができる。また、上述した好適形態例では、支持プレートに作り込まれた各種構成
成分を階段状に直線的な断面形状で配設した例を説明した。しかしながら、本発明は、こ
れら好適例にのみ限定されるものではない。例えば、係る階段状の断面に代えて、角の少
ないスロープ状若しくはテーパー状の断面形状を採用することによって、洗浄工程でのキ
ット表面からの液切れを促進するという効果も生じる。この場合、試薬と基材とを反応さ
せる際に、試薬の粘度などによって、薬室内部に気泡が付着残存する場合もあったが、「
角」を削減する構成によって、薬室内での気泡の残留を軽減することが可能であり、鮮明
な抗体染色結果を実現し得るという効果も期待できる。これに加えて、本発明のキットで
は不織布よりなる基材を例示して説明したが、これに限定されるものではなく、細胞を培
養可能なポリカーボネートなどで構成されるメンブレン或いはガラス製のカバーグラスな
どを基材としても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明の免疫染色用細胞保持基材ホルダー及び免疫染色用キットは、細胞診等の病理診
断や新薬開発などの医学、薬学研究の分野に利用することができる。
【符号の説明】
【００３５】
１０：（免疫染色用）キット、１１：支持プレート、１３：カバープレート、
１５：（免疫染色用細胞保持基材）ホルダー、１７：細胞保持基材、
１９：細胞保持基材配置部、２１：免疫染色用反応室（薬室）、
２３ａ，２３ｂ：嵌め込み用窪み、２５：窪み、２７：突出部、２９：粗面部、
３１：収納窪み、３３：窓部、３５：通液部、３７ａ，３７ｂ：嵌め込み用爪、
３９：切欠部、４１：支持プレート、４３ａ～４３ｇ：薄肉部。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

提供一种用于免疫染色的细胞保持基质支架，其不仅可以应用于贴壁细
胞，而且可以应用于各种细胞，以抑制昂贵的免疫染色试剂的使用，并
且更优选地是减少支撑板的翘曲，该翘曲抑制了细胞的效率。 解决方
案：支架15包括：（1）支撑板11，其设置有细胞保持基板放置单元19
和在其两侧上设置的非穿透凹陷23a，23b； （2）可透水的窗口部分
（33）和可将其装配到非穿透凹陷23a，23b并具有可夹紧，固定和移除
电池盒的盖板的棘爪37a，37b。 衬底17与盖板一起与细胞保持衬底布置
单元相连，并形成一个免疫染色反应室21，该单元结合了细胞保持衬底
放置单元和非穿透性凹陷。图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2f8dd29b-2260-485c-88ea-c13b2ff4b82d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/067948849/publication/JP2019152564A?q=JP2019152564A

